
平成２５年度様式 

様式第１０号（第１７条関係）

事 業 報 告 書

１ 支 援 団 体 名 筑後川水の友

２ 事 業 名 称 「寺内ダムあじさいロードづくり」の発展

３ 実 施 日 時 平成２５年４月～平成２６年３月

４ 実 施 場 所 寺内ダム直上流右岸矢野竹運動総合公園付近

５ 事業目的、内容

及 びその効 果

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に

当団体の事業は、寺内ダム湖畔の「公益財団法人あまぎ水の文化村」や

「矢野竹運動総合公園」そしてシニアタウン「美奈宜の杜」に隣接するこ

の地において寺内ダム水源地ビジョンで謳われたあじさいロードづくりを

補完、発展すべく平成２０年度から取り組んでいるものである。

今年度も助成金により購入した資材等を利用し、会員多数の参加により

５０本余の追加植樹を行うとともに除草、施肥、散水等の管理を行い、開

花時には多くの会員等による鑑賞会を開催することができた

（事業実施効果）

上記事業によるあじさいの植樹は、これまでに４００本を超えることと

なり、寺内ダム湖岸付近の環境美化やあまぎ水の文化村及び周辺の活性化

に大いに貢献している。

また、こうした取り組みは、当会会員相互の親睦を深めるとともに恒例

となった開花時の「あじさい鑑賞会」では水資源機構寺内ダム管理所の職

員や地域住民との交流の場となりつつある。

さらには、上記の取り組みが評価され、平成２５年５月に開催された第

２４回「全国みどりの愛護のつどい」において「みどりの愛護功労者」と

して国土交通大臣表彰を受賞するに至った。

６ 参 加 内 訳

総人数 １５０名

（１）主催者参加 １４２名

（２）日本人参加（（１）を除く） ８名

（３）外国人参加（（１）を除く） ０名

７ 今 後 の方 針

今後もあじさいの維持管理と合わせ植樹等を実施していくが、こうした取

り組みが会員はもとより関係者との共同作業により連携を深め、この地が

交流の場となることを願い、また地域におけるあじさいの名所となるよう

活動を進めていきたい。

□ 支援金対象事業に係る資料、写真など 
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平成２５年度様式 

状況写真（せせらぎ館の展示販売会） 状況写真（第１回定例会） 
 

状況写真（美奈宜湖あじさい園の手入れ作業） 状況写真（第７回総会） 
 

状況写真（有明海クリーンアップ作戦） 状況写真（第２回例会） 
 

  

  

  

平成２５年度様式 

様式第１０号（第１７条関係）

事 業 報 告 書

１ 支 援 団 体 名 伊万里市青少年団体連絡協議会

２ 事 業 名 称 野性への挑戦

３ 実 施 日 時 平成 年 月 日～平成 年 月 日

４ 実 施 場 所 伊万里市大川町東田代「自然の森キャンプ場」

５ 事業目的、内容

及 びその効 果

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に

野性への挑戦には、小学生３２名、サブリーダー（高校生）１０名、指導者２７名

が参加して、伊万里市大川町東田代の「自然の森キャンプ場」を舞台に８月２３

日から３泊４日の期間で開催しました。

初日は、冒険村づくり（テント設営、食卓・食器づくり）から始まり、夕食は野外炊

飯（カレーライス）、夜はナイトウォークをおこないました。しかし、２日目早朝から

豪雨にあい、止む無く近隣の公民館へ舞台を移して、自炊をしながらミニラリー、

キャンプファイヤ等のメニューを行いました。残念ながら最終日まで大雨警報が

解除されず、沢登りや、カヌー体験等はできませんでしたが、最後に、太陽が顔

を見せてくれましたので、井手口川ダム周辺の清掃活動をみんなでおこないまし

た。

（事業実施効果）

初日は、電気もない「自然の森キャンプ場」で、激しい雨に見舞われながら野

外炊飯、狭いテントでの共同生活を体験し、２日目からは、公民館での団体生活

を通じて、子どもたちは、「火・水・命」の大切さを学び、「感動」「協調」そして「が

まんする心」を培いました。過酷な状況下でも、さまざまな体験や活動を行うこと

ができたという「達成感」は、指導者のみならず、子どもたちの心にもしっかりと刻

み込まれているものと確信しています。

６ 参 加 内 訳

総人数 ６９名

（１）主催者参加 ２７名

（２）日本人参加（（１）を除く） ４２名

（３）外国人参加（（１）を除く） 名

７ 今 後 の方 針

雨に見舞われた大変なキャンプとなりましたが、参加してくれた子ども

達の感想文には、来年も参加したい旨の記述が多く、是非、来年も継続し

て実施したいと考えております。

□ 支援金対象事業に係る資料、写真など 
様式第１１号（第１７条関係）
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